
市民の意見聴取方法や今後の進め方について

１．将来構想策定の市民意見の考え方

市民意見の反映手法は、
「何を」、「どのように」、「だれに」、「いつ」
の組み合わせとなる。

※委員会の役割

２．市民意見の取り入れる方法（何を、どのように、だれに）

（１）情報を提供する
（市民に知らせる）

（２）意見や意向を聞く
（市民の考え方を

把握する）

（４）提案を受ける
（市民がメンバーに加わる
会議での議論を通して、
考え方・方向性等を

集約する）

（３）意見を交換する
（市民との議論を通し

て理解を深める）

・(1)-1市民だより・・・・・・市内全域
・(1)-2HP公表・・・・・・・・市内全域
・(1)-3町内会の回覧・・・・・公園の近隣町内

・(2)-1パブリックコメント・・市内全域
・(2)-2アンケート調査・・・・無作為抽出市内全域
・(2)-3出張アンケート調査・・該当公園利用者

・(4)-1ワークショップ・・・・市民からの公募、
地区役員等

・(4)-2審議会・委員会・・・・有識者の検討委員会

・(3)-1市民説明会・・・・・・公園の近隣町内対象
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３．市民意見の取り入れるタイミング（いつ）
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取り入れやすい（２）～（４）

取り入れにくい（１）

取り入れやすい（２）～（３）

一緒に考える（４）

取り入れにくい（１）

取り入れやすい（２）～（３）

取り入れにくい（１）

４．住民意見の取り入れ方

構想素案の作成 1回目市民等の意見聴取

構想の公表

3回目市民等の意見聴取

ワークショップ(4)-1

出張アンケート調査(2)-2,3

行政 住民

５つの公園の特色及び目指すべき
公園像の設定

構想案の評価

構想案の決定

ワークショップの進め方や
委員選定

第2回策定委員会(4)-2

市民等の意見聴取方法や構想策定
に向けた取り組み

第1回策定委員会(4)-2 承認

4回目市民等の意見聴取
パブリックコメント(2)-1

※ワークショップの役割

※出張アンケート調査の役割

魅力あふれる公園づくり構想の策定にあたり、地域の方を中心に市民からの意見を広
く取り入れた素案を作成するため、ワークショップを実施。

子育て世代や働き世代など、実際に公園を利用している意見を聴取するため、各公
園や主要施設に出向いて、パネル展示にて出張アンケート調査を実施。

まちづくりを視点に、構想の策定に向けた全体的な取り組みについて、
様々な立場・観点から助言をいただく。

第1回
（8/20）

・構想策定の背景と目的
・５つの公園の特色と目指すべき公園像
・市民の意見聴取方法や今後の進め方

第2回
・ワークショップの進め方
・ワークショップ委員の選定

第3回 ・ワークショップでの検討結果（素案）の報告及び意見聴取

第4回
・出張アンケート調査、パブリックコメントの結果報告
・構想策定案の報告及び意見聴取

○委員会開催スケジュール案

資料６

構想素案の決定

※4回を想定

2回目市民等の意見聴取
第3回策定委員会(4)-2

5回目市民等の意見聴取
第4回策定委員会(4)-2


